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発表内容 〔目的〕 

ノロウイルス（以下 NoV）は主に糞口感染により嘔吐および下痢等を引

き起こし、調理従事者等を介した食中毒およびヒト-ヒト感染による感染症

の集団発生の原因となることが知られている。また、近年 NoV の新しい変

異株が出現しており、変異株出現と胃腸炎大流行の関連性が指摘されてい

る。そのため NoV 流行状況の把握は、公衆衛生において非常に重要であり、

当センターでも NoV の検査および遺伝子解析を実施している。 

今回、平成 28 年度に福井県内で検出された NoV の遺伝子解析の結果をま

とめたので報告する。 

〔材料・方法〕 

平成 28 年度（平成 28年 4 月～29年 3 月）に当センターへ行政検査依頼

があった感染性胃腸炎の小児散発例 20 件 20 検体および集団発生事例 27

件 257 検体を対象とした。糞便および吐物は滅菌水で 10％乳剤とし、遠心

後の上清を試料とした。前処理後の試料から厚生労働省通知に準じ、リア

ルタイム PCR 法を実施した。NoV 陽性と判定した検体については、Kojima

らの方法に準じダイレクトシークエンス法により Capsid 領域（GⅠ：295nt、

GⅡ：282nt）の塩基配列を決定し、遺伝子解析を実施した。 

〔結果・考察〕 

平成 28 年度に発生した小児散発例では 20 件中 8件から、集団発生事例

では 27 件中 21件から NoV が検出された。小児散発例からは GⅡ.2（5 件）

および GⅡ.4（3件）が、集団発生事例からは GⅡ.2（14 件）、GⅡ.3（1 件）、

GⅡ.4（1 件）および GⅡ.17（5件）が検出され、GⅠは検出されなかった。

小児散発例、集団発生事例ともに最も多く検出されたのは GⅡ.2 であり、

福井県では平成 26年以来 2年ぶりの検出となった。発生時期でみると平成

28 年 4 月～5月は昨年度に引き続き GⅡ.17 が検出され、12 月以降は GⅡ.2

が主流となったが、平成 29 年 3 月には再度 GⅡ.17 が検出された。複数の

事例で検出された各々の遺伝子型について系統解析を実施したところ、G

Ⅱ.2 は平成 26 年以前に検出された株とは異なるサブクラスターに分類さ



れた。また GⅡ.4 は、全て小児散発例で流行の主流となっている Hu/G

Ⅱ.4/Sydney/NSW0514/2012/AU と同じサブクラスターに、GⅡ.17 は平成 26

年に新たに報告された Hu/GⅡ.P17_GⅡ.17/Kawasaki323/2014/JP および時

系列進化の観点からより新しい Hu/GⅡ.P17_GⅡ.17/Kawasaki308/2015/JP

と同じサブクラスターに分類された。 

NoV 感染では遺伝子型に特異的な防御反応が誘導される。今回、県内で

検出された NoV の遺伝子型に変遷が認められたため、今後も検出される遺

伝子型に注視する必要があると考えられる。 

 


